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注）高速自動車国道及び指定自動車専用道路において発生した事故を抽出。

広島県内の高速道路における交通事故発生状況(平成26年～平成30年合計）

長時間連続して高速運転をすることは危険です。適当な休息時間を織り込んだゆ

とりのある運転計画を立てましょう。

助手席はもちろん，後部座席の乗員全員にシートベルトを着用させましょう。幼

児は必ずチャイルドシートに座らせましょう。

高速道路上で運転することができなくなった車にとどまることは，後続車が衝突

する交通事故が発生するおそれが大きく大変危険です。必要な危険防止措置をとっ

た後は，車に残らず，ガードレールの外側などの安全な場所に避難しましょう。

高速道路の交通事故の特徴

８月に発生した高速道路での交通事故の要

因は，考え事等の漫然運転や脇見等よる発見

の遅れが３分の２を占めています。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

件数 98 82 133 77 103 87 94 167 107 79 90 128

死傷者数 152 116 220 118 215 158 132 339 178 130 131 234
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図：第１当事者の人的要因別事故件数割合

高速道路走行の注意点

しっかり前を見て！！

運転に集中して！！

８月は，高速道路での交通事故が年間を通じて最も多く発生しています。

事故当事者は，「観光・娯楽や帰省，訪問」を目的とした通行が多く，行楽期ならではの特徴が
表れています。

・ 考え事等の漫然運転や脇見をし

ていた

・ 安全確認をしなかった 等

運転感覚（速度，車幅，

距離等）を誤った 等
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